廃棄物に関するアンケート（産業廃棄物処分業者向け）
	事業者名
	
	記入者氏名
	

	産業廃棄物処理業の概要
	許可取得状況
	栃木県又は宇都宮市において取得している「産業廃棄物処理業」の許可に☑を付けてください。
☐ （特別管理）産業廃棄物処分業（中間処理）
☐ （特別管理）産業廃棄物処分業（最終処分）
☐ （特別管理）産業廃棄物収集運搬業

	
	従業者数
	栃木県内における「産業廃棄物処理業」に従事する従業者数※（臨時職員、役員も含む）について該当するものに☑を付けてください。※令和５(2023)年12月末現在
☐ ４人以下　　　　　　　　　　　　 ☐ 30人以上49人以下
☐ ５人以上９人以下　　　　　　　　 ☐ 50人以上99人以下
☐ 10人以上29人以下　　　　　　　  ☐ 100人以上

	
	年間売上高
	栃木県内における「産業廃棄物処理業」の年間売上高※について、該当するものに☑を付けてください。　※直近の事業年度の売上高
☐ 500万円未満　　　　　　　　　　 ☐ 5,000万円以上１億円未満
☐ 500万円以上1,000万円未満　　　 ☐ １億円以上10億円未満
☐ 1,000万円以上5,000万円未満　　 ☐ 10億円以上



問１　貴事業所の廃棄物の受入量及び最終処分量について、令和５年度を100とした場合、令和15年度の将来見通し量（方向性）をご記入ください。
例：受入量や最終処分量が1割程度減る場合　→「90」と記入
例：受入量や最終処分量が５％程度増える場合　→「105」と記入
	
	令和５年度
	令和15年度

	受入量
	県内
	(100)
	

	
	県外
	(100)
	

	最終処分量
	県内
	(100)
	

	
	県外
	(100)
	










問２　近年物価が高騰傾向にありますが、貴事業所では、令和６年度の処理料金（単価）を、５年前（令和
元年度）と比較して上げましたか。以下の中から選択して☑を付けてください。
	☐① 上げた　☐② 変えていない　☐③ 下げた




問３　現在の産業廃棄物の受入はどのような状況ですか。以下の中から選択して☑を付けてください。その他は具体的な内容を記入ください。
	☐① 処理能力に十分な余力がある
☐② 処理能力に見合った受入状況である
☐③ 余力がなく、処理能力の上限である
☐④ その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）




問４　貴事業所では、事業を営む上で、どのような課題をお持ちですか。以下の中から選択して☑を付けてください。その他は具体的な内容を記入ください。（複数選択可）
	☐① 各種環境法令に基づく規制への対応が困難
☐② 施設・設備の新規整備や更新・拡張のための資金調達が困難
☐③ 施設・設備の新規整備のための用地確保が困難
☐④ 処理コストに見合う適正な処理量金の徴収が困難
☐⑤ 同業者との競争激化への対応（顧客の確保）が困難
☐⑥ 排出事業者の意識が低い（遵法、分別徹底等）ことへの対応が困難
☐⑦ 人材の確保が困難
☐⑧ 水平リサイクルなど高度リサイクルへの対応が困難
☐⑨ 事業への地域住民等の理解が十分でない
☐⑩ その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）




問５　貴事業所では、産業廃棄物を処理委託する際、電子マニフェストを使用していますか。
以下の中から選択して該当する番号に☑を付けてください。また、「② 導入していない」と回答した場合、
導入していない理由について、該当する番号に☑を付けてください（複数選択可）。
	☐① 導入している　　　☐② 導入していない

　　　　　　　　　　　　　　　☐① 移行するのに手間がかかるため
☐② 利用料金が発生するため
☐③ 電子マニフェストの仕組が分かりづらい
☐④ 排出事業者から電子マニフェストの導入を求められていない
☐⑤ 電子マニフェストを知らない
☐⑥ 委託先が参加していない
☐⑦ その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）



問６　リサイクルや適正処理を推進していくために、県内にどのような施設や機能などが必要ですか。以下の中から選択して☑を付けてください。その他は具体的な内容を記入ください。（複数選択可）
	☐① セメント原料化施設　　　　☐⑥ バイオ液体燃料化施設　☐⑪ 管理型最終処分場　
☐② RDF・RPF製造施設　　　　 ☐⑦ 溶融施設　　　　　　　☐⑫ 排出事業者との仲介役
☐③ プラスチック再生施設　　  ☐⑧ 焼却施設　　　　　　　☐⑬ リサイクルルートの情報
☐④ 高炉原料化施設            ☐⑨ 有害物の処理施設      ☐⑭ 現在で十分に整備されている
☐⑤ バイオガス化施設       　 ☐⑩ 安定型最終処分場      ☐⑮ その他（　　　　　　　）



問７　中間処理業者に伺います（最終処分業のみの業者の方は問９へ進んでください）。
資源循環の更なる推進を図る上で、AIによる廃棄物の選別や、水平リサイクル等のリサイクルの高度化が求められています。このためには、動脈産業と静脈産業が、製品情報の共有や処理後物の再利用等により連携を深めることが重要です。貴事業所では、動脈産業と静脈産業との連携によりリサイクルの高度化を進めるに当たり、どのような課題があると考えますか。該当する項目に☑をつけてください。その他は具体的な内容を記入ください。（複数選択可）
	☐① 動脈産業からのリサイクルの要望がない　☐⑤ リサイクル技術のノウハウがない　
☐② 動脈産業からの製品情報の提供が不十分　☐⑥ リサイクル品の需要がない
☐③ 人材・資金の確保が困難　　　　　　　　☐⑦ 動脈産業と意見交換する場がない　
☐④ 廃棄物の性状がリサイクルに不適　　　　☐⑧ その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　





問８
(1)　中間処理業者に伺います。貴事業所の今後10年程度での中間処理施設の新増設の計画について、以下
の中から選択して該当する番号に☑を付けてください。
	☐① 計画がある　→　(2)に進んでください。
☐② 計画がない



(2)　⑴で「①」と回答された方に伺います。新増設を計画する施設について、再生利用を推進する施設で
あるか、該当する番号に☑を付けてください。また、計画施設について、処理品目と施設の種類を記入
ください。
	☐① 再生利用を推進する施設である
☐② 再生利用を推進する施設ではない
（計画施設の詳細）
・処理品目　：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（例：太陽光パネル）
・施設の種類：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（例：太陽光パネル再資源化施設）



問９　地域住民等との関係構築について
貴事業所では、地域の住民や企業の方々との良好な関係を築き、円滑に業務を実施するための取組を
　　行っていますか。行っている取組について、以下の中から選択して該当する番号に☑を付けてください。その他は具体的な内容を記入ください。（複数選択可）
	☐① ホームページ等での情報公開　　　　　 ☐⑦ 地域住民等からの要望事項への対処
☐② 施設見学の受入れ　　　　　　　　　　 ☐⑧ その他
☐③ 小学校等での出前授業の実施
☐④ 地域の清掃活動の実施
☐⑤ 地域のイベント等への参加
☐⑥ 周辺環境に配慮した施設の管理・運営　 ☐⑨ 行っていない




問10
(1)　優良産廃処理業者認定制度について、以下の中から選択して☑を付けてください。
	☐① 認定を受けている　　　　　　　　　　　　　　→　(1)へ
☐② 認定を受けていないが、申請を検討している　　→　(2)へ
☐③ 認定を受ける予定はない　　　　　　　　　　　→　(3)へ



(2)　(1)で「① 認定を受けている」と回答した方にお聞きします。
認定を受けたことでメリットを感じたことを以下の中から選択して☑を付けてください。その他は具体
的な内容を記入ください。（複数選択可）
	☐① 許可の有効期限が延長されるので事務負担が軽減された
☐② 優良認定を受けていることを排出事業者にアピールすることで契約件数が増えた
☐③ 優良認定を受けたことで社員の遵法意識や環境配慮に対する意識がさらに高まった
☐④ その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）




裏面に続きます　⇒


(2)　(1)で「② 認定を受けていないが、申請を検討している」と回答した方にお聞きします。
申請を検討している理由について、以下の中から選択して☑を付けてください。その他は具体的な内容を
記入ください。（複数選択可）
	☐① 許可の有効期限が延長されるため
☐② 取引先の排出事業者に対し、優良認定業者であることをアピールできるため
☐③ 取引先の排出事業者から、優良認定業者であることを求められるため
☐④ 許可申請の際に提出する書類の一部を省略できることで事務負担が軽減されるため
☐⑤ その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）




(3)　(1)で「③ 認定を受ける予定はない」と回答した方にお聞きします。
認定を受ける予定はない理由について、以下の中から選択して☑を付けてください。その他は具体的な内容を記入ください。（複数選択可）
	☐① 認定を受けるメリットが少ない　　　　　　 ☐⑤ 制度がよく分からない
☐② 認定の手続が面倒　　　　　　　　　　　　 ☐⑥ その他
☐③ 認定基準への適合が困難
☐④ コストの問題がある




問11　貴事業所では、大規模災害の発生に備えた取組を行っていますか。以下の中から選択して該当する番号に☑を付けてください（複数選択可）。
	☐① ＢＣＰ（事業継続計画）※を策定　 　　　　   ☐⑦ 特に行っていない
☐② 災害時の人員計画、連絡体制の構築　　　　 ☐⑧ その他
☐③ 災害時を想定した従業員の訓練等の実施
☐④ 処理施設の耐震化、浸水対策等の損壊
防止対策



☐⑤ 燃料や施設の補修等に必要な資機材の備蓄
☐⑥ 他の事業者等との災害発生時の相互支援体制の構築　　　　　　　　　　　　　　　　　　


　※ＢＣＰとは･･･自然災害等の緊急事態に直面した際に、被害を最小限に抑え、一刻も早く事業活動を復旧させるためにあらかじめ立てておくべき計画

質問は以上です。ご協力ありがとうございました。
		1

